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シミュレーションによる検討を行ったものであって、7 章からなっている。  
第 1 章は序論であり、研究の背景として、無線電力伝送、SPS、パネル構造型 SPS
についての概要の説明を行い、SPS に関する研究における本研究の位置づけを示した。 
第 2 章では、パネル構造型 SPS のビーム制御における課題及び制御手法について述
べた。まず、SPS は大型かつ薄型の構造物であることから、振動による変形が発生す
るという問題について述べ、送電を行うためには変形による影響を補正するビーム制















































有効であることを示し、これにより、実際の SPS においても PAC 法による制御を行う
ことができることを示した。  

































める。また、平成 28 年 2 月 22 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ
て、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
